
教育基本法第二条 
第１～５号への対応 内容及び特色 該当の紙面

〈第１号〉
音楽に関する幅広い知識と技能を身に付け，
豊かな情操を養うことをめざしているか。

曲想と，音楽の構造，歌詞の内容，曲の背景，音楽の特徴との関わりを踏まえ，「主要教材」によ
る学びを基盤にして， 比べてみよう  深めてみよう を活用することでより確かな知識や技能
が身に付けられるよう適切に配慮されている。
歌唱，器楽，創作の各分野において，創意工夫するために必要な技能が各学年の実態を踏まえ
て身に付けられるよう工夫され，豊かな情操が養われるよう適切に配慮されている。

　　　　　  各ページ

〈第2号〉
音や音楽に対する個人の価値意識を尊重し
て，その能力を伸ばし創造性を養うことをめ
ざしているか。

音楽を形づくっている要素とその働きとの関わりを的確に捉えながら，学習活動で実際に用い
る音楽的な見方・考え方を働かせたり，言語活動を充実させながら音楽に対する価値を考えた
りし，個人の価値意識を尊重し創造性が養われるよう適切に配慮されている。

〈第3号〉
音楽活動を通して自他の敬愛と協力を重じ，
尊重する態度を養うことをめざしているか。

音楽に関する知識や技能を得たり生かしたりして，自らの表現を工夫したり，他者との交流によっ 
て小集団や学級としての表現を工夫したりすることから，自他の敬愛や協力を尊重する態度が
養われるよう適切に配慮されている。

〈第4号〉
音楽で表現される生命の尊さや自然の大切
さを理解し，尊重する態度を養うことをめざし
ているか。

歌詞やその背景となる我が国の美しい情景や作詞者・作曲者の思いなどを理解しながら表現し
て，生命の尊さや自然の大切さを尊重する態度が養われるよう適切に配慮されている。

〈第5号〉
我が国や郷土の音楽文化を尊重し，それら
をはぐくんできた我が国と郷土を愛するとと
もに，他国の音楽文化を尊重する態度を養う
ことをめざしているか。

我が国や郷土の音楽文化の理解を基盤にして，さまざまな音楽文化や音楽表現の共通性や固
有性に気づき多様性を理解することから，我が国や郷土の音楽文化，他国の音楽文化を尊重す
る態度が養われるよう適切に配慮されている。

中央教育審議会答申における
学習内容の改善や充実への対応 内容及び特色 該当の紙面

1
「知識」及び「技能」に関する
指導内容の明確化への対応

「知識」と関わって「曲想と音楽の構造との関わり」が明確になるように　　　　　のページで学
習の内容とその活動例を明確に示しているとともに，「技能」については創意工夫を生かして表現
するための技能を適切に関連させた紙面となっている。
「知識」及び「技能」に関する内容を「思考力・判断力・表現力等」の育成と関わらせて習得でき
るようにLet's Sing！  やキャラクターによるヒントを示すなど工夫された紙面となっている。

　　　　　  各ページ

2 鑑賞の指導内容の充実への対応
生徒が聴き取りやすく親しみやすい多様な音楽を掲載するとともに，複数の教材によって「生活
や社会における意味や役割」や「音楽表現の共通性や固有性」について考える学びが実現でき
るよう工夫された紙面となっている。

　　　　　  各ページ

3
〔共通事項〕の指導内容の
改善への対応

「学びのポイント」などに実際の学習活動での取り扱いがわかりやすく示されていて，表現と鑑
賞の各領域共通に「音楽的な見方・考え方」としてと扱うように工夫された紙面となっている。
音楽の用語や記号については巻末の折込みページに配置し，生徒自らが調べやすいように紙
面の構成を工夫している。

　　　　　  各ページ

4 言語活動の充実への対応
他者と協働しながら表現を工夫したり音楽や演奏の良さや価値を考えたりする学習を展開する
ため，キャラクターによって具体的な内容を示したり「話し合おう」で考えたことを交流させたりす
る工夫がなされた紙面となっている。

5
歌唱教材及び器楽教材の
選択の観点の改善への対応

生活や社会におけて音楽が果たしている役割が感じ取れるものや，音楽文化についての理解を
深められるものを厳選し，三年間にわたって教材の関連を図るように紙面の構成を工夫してい
る。

p.54，口絵②  他
p.46，口絵②  他
p.53，口絵②  他

6
我が国や郷土の伝統音楽に関わる
指導の充実への対応

我が国の多様な民謡や芸能を取り上げたり，雅楽や能，文楽，歌舞伎などの伝統芸能を関連づ
けながら配置したりして，我が国や郷土の伝統音楽のよさを味わい，愛着を持つことができるよ
うに紙面の構成を工夫している。
和楽器や口唱歌などを取り上げ，表現と鑑賞の学習活動に生かすことができるように配慮して
いる。

p.48，p.52  他
p.40，p.44  他
p.38，p.44  他

編 集 の 基 本 方 針 に 関 わる検討編 集 の 基 本 方 針 に 関 わる検討

令和３年度版「中学音楽  音楽のおくりもの」

２・３年 上

２・３年 下

1年

２・３年 上

２・３年 下

1年

全学年

全学年

全学年

全学年

全学年

教科書検討の観点  1

内容解説資料1



児童生徒の学習評価の
在り方について（報告） に関する対応 内容及び特色 該当の紙面

1
カリキュラム・マネジメントと
学習評価への対応

実践に即したカリキュラム・マネジメントが展開できるように「学びのユニット」を示し，主要
教材による学びを生かして比べたり学びを深めたりすることが可能な編集となっている。
「学びのユニット」によって「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態
度」の三観点による学習評価がバランスよく実施できるよう適切な取扱いが可能な編集と
なっている。

　　　　　  p.4

2
主体的・対話的で深い
学びの視点からの授業改善と
学習評価への対応

主体的・対話的で深い学びを実現するために「曲想と音楽の構造との関わり」を柱に 
　　　　　や学びのポイントを提示し，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取
り組む態度」の三観点による学習評価をバランスよく実施できるよう適切に工夫されている。

p.6，p.32，p.38
p.6，p.26，p.30
p.6，p.22，p.26

教材の選択・配列・範囲について 内容及び特色 該当の紙面

1

音楽文化と主体的に関わる
音や音楽と生活や社会との関わり
我が国及び諸外国のさまざまな音楽
我が国と諸外国の音楽との関係性
音楽文化の継承，発展，
　創造を支えることへの理解

全学年を通して我が国や郷土の伝統音楽を基盤にして，音や音楽と生活や社会の関わり，
それらによる音楽の特徴や多様性を取り扱う工夫がなされた紙面となっている。
鑑賞領域の指導では，中学音楽1ではアジア地域の諸民族の音楽，中学音楽2・3上下で
は諸外国の様 な々音楽を教材とし，主体的な学びを展開するために工夫された紙面となっ
ている。
我が国の音楽文化の継承，発展，創造に関わる若手の演奏家や中学生の取り組みを紹介
するなど，適切な取扱いと配慮がみられる紙面となっている。

　　　　　  巻頭口絵

　　　　　  p.48，p.54，p.63  他
　　　　　  p.40，p.46，p.59  他
　　　　　  p.38，p.42，p.53  他

2

指導のねらいに照らして適切なもの
生徒にとって親しみやすい音楽
生徒や学校の実態に応じた教材の選択
他者とともに一つの音楽表現をつくる
　過程の重視
音を音楽へと構成していく体験
生徒が楽しみながら音楽をつくる

歌唱・器楽・創作・鑑賞の各教材は「曲想と音楽の構造との関わり」が意識され，3年間の
系統性を意識した配列となっていて，生徒や学校の実態に応じて選択できるよう工夫され
ている。
歌唱教材は，斉唱や重唱，合唱など多様な演奏形態を取り扱うことが可能で，充実した表
現活動が設定できるように工夫されている。また，他者とともに音楽表現をつくる過程を重
視した具体的な内容となっている。
器楽教材は，歌唱・創作・鑑賞の各活動と関連させながら，生徒や学校の実態を踏まえて
取り扱うことができるように工夫されている。また，和楽器も実践的で適切な取扱いとなっ
ている。
創作教材は，学習内容と具体の活動をわかりやすく示し，Let's Try！ などと関連させなが
ら，リズムや旋律をつくったり音を音楽へと構成したりする楽しさを体験できるよう実践的な
紙面となっている。
鑑賞教材は効果的に学習できるように選曲されており，「学びのユニット」によって多様な音
楽を関連づけながら学習が展開できるように工夫されている。また，我が国と諸外国の音
楽との関係性に着目し，効果的な紙面となっている。

　　　　　  各ページ

3

我が国の文化や日本語の美しさ
我が国の自然や四季の美しさを
　感じ取れるもの
伝統的な声や歌い方の特徴を
　感じ取れるもの
伝統的な歌唱や和楽器の
　指導における口唱歌の活用
歌唱共通教材
和楽器の取り扱い

歌唱共通教材は，各学年で１曲以上取り扱えるように編集している。
歌唱共通教材の歌詞の内容や背景について，生徒がイメージを豊かにして取り組めるよう
に紙面を工夫したり，作詞者・作曲者の思いや意図を伝えたりする工夫が見られる。
民謡などにみられるコブシや産み字などの旋律装飾，リズムや旋律を表わす口唱歌を楽
しみながら体験できるように工夫したり，それらを民謡譜例などで示したり工夫された紙面
となっている。

　　　　　  巻頭口絵
　　　　　  p.14 夏の思い出， 
　　　　　  p.16 赤とんぼ
　　　　　  p.14 浜辺の歌， 
　　　　　  p.16 早春賦， 
　　　　　  p.52 花の街
　　　　　  p.12 花，p.16 荒城の月， 
　　　　　  p.48 荒城の月 
　　　　　  （山田耕筰 補作編曲）

4

音楽科の特質に応じた言語活動
音楽によって喚起された
　自己のイメージや感情
音楽表現に対する思いや意図
音楽に対する評価などを伝え合い
　共感する

歌唱・器楽・創作・鑑賞の学習を通して，音楽から喚起されるイメージや雰囲気，感じ取っ
た曲想について，音楽の構造と関わらせながら取り扱うよう工夫された紙面となっている。
自分の音楽表現に対する思いや意図や他者の考えを「話し合おう」の活動で展開したり，
「比べてみよう」を効果的に示して，音楽や演奏のよさや面白さを主体的に考えることができ
るようにするなど，工夫された紙面となっている。

5
音楽的な見方・考え方
〔共通事項〕の取扱い　
知覚したことと感受したこととの関わり

音楽を形づくっている要素とその働きに着目し，音楽を学ぶ上で中核となる音楽的な見方・
考え方を活用して学習活動が展開できるよう工夫された紙面となっている。

　　　　　  「学びのポイント」

6 道徳教育との関連
道徳教育との関連を重視し，音楽を愛好する心情，美しいものや崇高なものを尊重する態
度の育成をめざし，我が国の自然や文化，日本語の美しさを感じ取れる教材を選択できる
よう工夫された紙面となっている。

　　　　　  巻頭口絵

7
コンピュータや教育機器の
効果的な活用

音や音楽と生活や社会との関わりからコンピュータの活用を取り上げるとともに，生徒一
人一人の学習に対応できるよう必要な情報を「学びリンク」で的確に示すなど工夫された
紙面となっている。

p.64

8 音楽に関する知的財産権
音や音楽と生活や社会との関わりから音楽に関する知的財産権を取り上げ，具体的で的
確な事例を示すことによって理解が深まるよう工夫された紙面となっている。

p.70

学習指導要 領と関 わる教 材 の 選 択・配 列・範囲についての検討
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具体的な観点及び内容 該当の紙面 （主に1年の紙面を提示しています）

1

指導事項や音楽的な見方・考え方の取り扱い
「学びのポイント」で指導事項と音楽的な見方・考え方の取り扱いを全学年共通に示し，題材
（学びのユニット）による計画的で効果的な学習が展開できるように工夫された編集となってい
る。また，〔共通事項〕に関わる取り扱いでは音楽に関する用語や記号をページ右側に示した
り，キャラクターによって学習活動の補足説明をしたりするなど，きめ細かい配慮がみられる。

2

歌唱分野の指導の系統性や発展性
学校や生徒の実態に応じて教材を選択できるように，「歌のアルバム」及び「君が代」を含め，
全学年を通して多様な選択が可能となっている。中でも，斉唱から混声合唱へ系統性や発
展性を踏まえた学習が展開できるよう配慮がなされている。また，「君が代」は多様な生徒の
実態を踏まえた紙面となっている。

3

歌唱の基礎的な技能を身につけるための工夫
各学年でLet's Sing！ に歌唱の技能に関して，１年「歌うための準備」「言葉の発音」「変声と
混声合唱」，２・３上「旋律のまとまり」，２・３下「フレーズと旋律」を掲載し，息のコントロール，
母音の発音，変声や合唱の演奏形態，音楽の構造と関わる旋律のまとまり，形式に関わるフ
レーズなどの取り扱いが，学習に対応して取り扱うことができるように工夫されている。

4

我が国や郷土の伝統音楽，アジア地域の諸民族や諸外国の
さまざまな音楽の取り扱い
我が国の伝統音楽，郷土の民謡や芸能について，歌唱，器楽，創作，鑑賞の全ての学習を
通して取り扱うことができるよう効果的に紙面が工夫されている。
また，アジア地域の諸民族の音楽，諸外国のさまざまな音楽の取り扱いとも関連が図られて
いる。

p.28 「ソーラン節」，p.29 「かりぼし切り歌」，p.30 郷土のさまざまな民謡， 
p.32 日本語の抑揚を生かした旋律をつくろう，p.48 箏曲「六段の調」， 
p.51 尺八曲「鹿の遠音」，p.52 箏（こと）を弾いてみよう 「さくらさくら」， 
p.54 日本とアジアの声によるさまざまな表現， 
p.63 日本とアジアをつなぐ音，口絵③ 郷土の民謡に用いられる楽器

p.28 平調子の特徴を生かして音楽をつくろう，p.40 雅楽「越天楽」， 
p.43 雅楽 左舞「万歳楽」 右舞「狛桙」，p.46 郷土の音楽や芸能， 
p.48 各地のさまざまな音楽・芸能，p.59 能「羽衣」キリから， 
p.60 能，p.62 能の音楽を体験しよう

p.38 歌舞伎「勧進帳」，p.42 文楽「義経千本桜」から， 
p.44 長唄「勧進帳」をうたおう，p.52 さまざまな舞台芸術，口絵③ さまざまな舞台芸術

5

我が国の伝統的な声の特徴，口唱歌や和楽器の取り扱い
１年では身近な地域の民謡として「ソーラン節」「かりぼし切り歌」「谷茶前」，２・３年上では「能
の謡」，２・３年下では「長唄」を取り上げ，伝統的な声の特徴を感じ取りながら歌ったり体験
したりできるように工夫されている。その際，民謡譜例を提示したり表現の仕方を説明したり
するなど，学習活動に生かすことができるよう紙面が工夫されている。また，口唱歌や和楽
器の取り扱いは，１年箏曲「六段の調」「箏（こと）を弾いてみよう」，２・３上雅楽「越天楽」「唱
歌を用いて「越天楽」を体験しよう」「郷土の音楽や芸能」「能の音楽を体験しよう」，２・３下「長
唄「勧進帳」をうたおう」で，適切な取り扱いができるように配慮された編集となっている。

6

創作活動の改善と充実を図る工夫
全学年の「音のスケッチ」で，旋律をつくることと音楽を構成することの2つの指導事項によ
る学習に対応するとともに，楽しく分かりやすく学習活動が行えるように工夫されている。ま
た，3年間の系統性や発展性を踏まえ，多様で体験的な学習活動が展開できるように工夫
がなされている。そして，創作の学習を充実させるためにLet's Try！ などの学習と関わらせ
るなど，きめ細かい配慮がみられる。

7

言葉で説明したり批評したりする活動の取り扱い
全学年とも鑑賞領域の学習では，「音楽や演奏に対する自分の考えを述べる」「複数の音楽
を比べてみてよさや美しさなどを考える」など，具体的な活動を提案している。キャラクターに
よる指示や「話し合おう」の活動によって学習活動を示すなど，生徒が音楽を聴き深め価値
を考えられるような工夫が随所になされている。

8

主体的・対話的で深い学びについて
　　　　　のページでは具体的な学習内容を丁寧に示したり，「話し合おう」で自分の考え
や感じ取った曲想，曲想と音楽の構造との関わりなどをまとめ交流できるように工夫されて
いる。こうした学習活動によって，主体的・対話的で深い学びの実現に向かうよう十分に工
夫された紙面となっている。

9

学びを支えるカリキュラム・マネジメントについて
表現：歌唱「うたう」創作「つくる」と，鑑賞「きく」の各学習がバランスよく配置され，主体的・
協働的に学ぶことができるよう「 比べてみよう」「 深めてみよう」を活用し，教材の配列を
工夫した「学びのユニット」を例示している。そして，音楽的な見方・考え方を働かせ，「知識
及び技能」を得たり生かしたりしながら，「思考力，判断力，表現力等」に関わって表現を創
意工夫したり聴き取ったりすることを重視した編集となっている。

3

青空へのぼろう 一 

み
ん
な
で
行
こ
う  

ど
こ
ま
で
も
行
こ
う

 

青
空
へ
続
く  

こ
の
道

 

み
ん
な
で
行
こ
う  

ど
こ
ま
で
も
行
こ
う

 

青
空
へ  

の
ぼ
ろ
う
よ

 

誰だ
れ

か
が
呼
ん
で
い
る  

ど
こ
か
で
呼
ん
で
い
る

 

は
る
か
遠
い  

空
の
向
こ
う
か
ら

 

み
ん
な
で
行
こ
う  

ど
こ
ま
で
も
行
こ
う

 
青
空
へ  

の
ぼ
ろ
う
よ

二 

み
ん
な
で
歌
お
う  

声
合
わ
せ
歌
お
う

 

青
空
で
歌
う  
こ
の
歌

 

み
ん
な
で
歌
お
う  
声
合
わ
せ
歌
お
う

 

青
空
で  

歌
お
う
よ

 

ど
こ
ま
で
も
響ひ

び

け
よ  

夢
の
せ
て
響
け
よ

 

は
る
か
遠
い  

空
の
向
こ
う
ま
で

 

み
ん
な
で
歌
お
う  

声
合
わ
せ
歌
お
う

 

青
空
で  

歌
お
う
よ

zp.84
二分休符

ふ

zp.84 - ②
テヌート＊

（ブレス）…息つぎ  ＊二つの声部を一
いっ

緒
しょ

に記
き

譜
ふ

する場合，テヌートやスタッカートなどの記号は，この楽譜のように示すことがあります。
zp.84
拍
ひょう

子
し

zp.56

zp.10

比べ
てみよう

深め
てみよう

A

B

C

D

強
弱
や
音
域
に
応
じ
た
歌
い
方
を
工く

夫ふ
う

し
よ
う
。

声
の
出
し
方
や
発
音
、
歌
う
姿
勢
を
身
に
つ
け
よ
う
。

すすんで学び合おう
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全体の構成を考えながら音楽をつくろう   34

夏の思い出    14 

赤とんぼ     16 

明
あ

日
す

を信じて    20 

飛び立とう君の空へ    22 

尺
しゃく

八
はち

曲「鹿の遠
とお

音
ね

」   51 

青空へのぼろう    6

アニー・ローリー    10

魔
ま

王
おう

（シューベルト）   44 

箏
そう

曲
きょく

「六段の調
しらべ

」   48

日本語の抑
よく

揚
よう

を生かした旋
せん

律
りつ

をつくろう    32

「春」第１楽章    38 

「秋」第１楽章   43

ソーラン節    28 

かりぼし切り歌    29 

魔王（ライヒャルト）   45 

あの丘
おか

の向こうから   26 

全体の構成を理解して表現を楽しもう 
くいしんぼうのラップ   36

歌うための準備   12

言葉の発音について   19

変声と混声合唱   24

希望という名の花を   56

この道   58

谷
たん

茶
ちゃ

前
め

   59

指揮をしてみよう   21

弦
げん

楽
がく

合奏のセレナード 第１楽章   61

何が同じで，何が違
ちが

う？   60

野ばら   62

日本とアジアをつなぐ音   63

日本とアジアの声によるさまざまな表現   54

Let’s Sing!  
歌うためのワンポイント・アドヴァイス

すすんで学び合おう  活動例のページ

日本の歌 みんなの歌  歌唱共通教材
音のスケッチ  創作のページ

Let’s Try!  
声や身近な楽器を取り入れた活動のページ

深めてみよう

比べてみよう

鑑
かん

賞
しょう

教材

夏の思い出   巻頭

作者の思いにふれる   口絵②

郷土のさまざまな民
みん

謡
よう

   30

「音」ってなぁに？   66

リコーダー運指表／コードネーム表   67

学習資料

どんな特
とく

徴
ちょう

があるかな？

きらきら星変奏曲    64

海が明けるよ   68

夢は大空を駈
か

ける   70

君と歩こう   72

心をこめて   74

ほらね、   76

全校合唱 故
ふる

郷
さと

 （同声二部合唱）   80

〔国歌〕君が代    82

中学校音楽で定められた学習内容の他に，
さらに学習したいときには取り組んでみましょう。

歌のアルバム

楽典   84

郷土の民謡に用いられる楽器   口絵③

弦楽アンサンブルに用いられる楽器   口絵④

日本とアジアのこと   巻末

学びのユニット   4

目次中学音楽 １

箏
そう

（こと）を弾
ひ

いてみよう 
さくらさくら   52

情報の
種類 …見る …聴

き

く …記録する

学習に役立つ情報を，
ウェブサイトで見ることができます。

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/ml-jh/ongaku/1.html

歌うための準備

姿勢は発声に影
えい

響
きょう

します。
歌うための姿勢ができているか， にチェックをしてみよう。

歌うための姿勢

息のコントロール 呼吸は，歌うために最も大切なことの一つです。
歌うために必要な息と体のコントロールを身につけよう。

おなかの筋肉を確かめてみましょう。
脇
わき

腹に手をそえて，軽く咳
せき

をしてみましょう。
動くのがわかりますか？

肩
かた

の力を抜
ぬ

いて
腕
うで

は横に下ろす。

腰
こし

に背骨を
まっすぐに立てる
イメージで。

足は少し開いて立つ。

目線は45度ぐらいで
遠くを見つめる。

眉
まゆ

と頬
ほお

骨を
上へ持ち上げる。

顎
あご

は少し引く。

耳と肩のラインが
まっすぐになるように。

母
ぼ

音
いん

の発音

てのひらを口の前にかざし，下の楽
がく

譜
ふ

のように
「s（ス）」の音で，息を短く当てたり長く当てたりしてみよう。

音が飛ぶところ（跳
ちょう

躍
やく

）は，飛ぶ音の前に
おなかの支えを意識してみよう。
音を上からつかむイメージをもとう。

… スタッカート

… テヌートやってみよう

やってみよう

ほどよく口を丸く開ける

ア
(a)

唇
くちびる

を前に突
つ

き出すように

ウ
(u)

顎の位置を少し上げる

イ
(i)

頬を使って縦長にする

オ
(o)

「ア」の形で舌の奥を少し前に出す

エ
(e)

 イ（ i ）やエ（ e ）は，
 口の形が横に潰

つぶ

れてしまいがちです。
 鏡を見てチェックしましょう。

スッ スッ ス zp.84 ‒②奏法

青空へのぼろうzp.6 アニー・ローリーzp.10

12 13

　箏の調弦では，基準となる音の高さは
固定されていません。右の譜

ふ

例
れい

は一の弦
をホ

4

音にした場合です。

箏の調
ちょう

弦
げん

　平
ひら

調
ぢょう

子
し

例

〈平調子〉

一弦
げん

名
めい

… 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗
と

為
い

巾
きん

縦
たて

譜
ふ

の読み方 「さくらさくら」の最初と最後の部分

最後の部分 最初の部分

…
休
む
（
ま
た
は
音
を
止
め
る
）。

唱
歌
… 

楽
器
の
音
を
ま
ね
る
な
ど
し
て

 

う
た
う
も
の
。

…
前
の
音
を
の
ば
す
。

唱
しょう

歌
が

歌詞
弦名（弾く弦を表す）

親指による基本的な奏法（角
かく

爪
づめ

の場合） 弾く弦はわかりやすいように着色してあります。

右手のポジション

薬指を，親指で弾く弦の
3～ 4 本先の弦に掛

か

け
て，手首を安定させます。

左手のポジション 弾き方

左手は，九か十の弦の柱
じ

の左側に軽くそえておき
ます。

爪
つめ

で上から押
お

さえるよう
に弾きます。

弾いた後は，次の弦に当
てて止め，はね上げない
ようにします。

後奏の例

後奏の例 を参考にして，「さくらさくら」の後奏にふさわしい旋
せん

律
りつ

を，唱歌を唱えながらつくってみよう。

チン，テン，ツン…１音だけ弾く。チンは高く，テン，ツンの順に低くなる。さらに低い音はトン。
シャン，シャ…２本の弦を一

いっ

緒
しょ

に弾く。　コロリン…３本の連続した弦を手前から順番に弾く。
サーラリン…巾の弦を短いトレモロ（同じ音を連続して弾く）で弾いた後，低い音（ここでは六の弦）へ向かって連続的に速く弾くこと。

用いている主な唱歌

拍１2

箏
そう

（こと）を弾
ひ

いてみよう

拍
の
最
後
の
ほ
う
で
弾
く
。

前
の
音
を
繰く

り
返
し
て
弾
く
。

１
いっ

拍
ぱく

52 53

古こ

墳ふ
ん

飛あ
す
か鳥

奈な

良ら

平へ
い

安あ
ん

江え

戸ど

明め
い

治じ

箏曲「六段の調」は，箏
そう

（こと）のための器楽曲です。箏の音
ね

色
いろ

（おんしょく），この楽曲に使われている音階，
六つの段（部分）からなる曲全体の構成に気をつけて聴いてみましょう。

（伝）八
やつ

橋
はし

検
けん

校
ぎょう

 作曲箏
そ う

曲
きょく

「六段の調
しらべ

」

箏について

　箏は奈
な

良
ら

時代に雅
が

楽
がく

の楽器として，中国大陸から伝えられた楽器です。その後，少しずつ改良が加えられ，現
在のような形になりました。箏の本体は，通常，桐

きり

でできています。各部は竜
りゅう

の体にたとえて，竜
りゅう

頭
とう

，竜
りゅう

尾
び

，
竜
りゅう

角
かく

などと呼ばれます。

〈平調子〉

柱
じ

… 各弦
げん

ごとに一つずつ柱を立てます。
柱の位置を変えて調

ちょう

弦
げん

をします。
竜角

糸（弦）…普通は13本です。

竜尾 竜頭

磯
いそ

猫
ねこ

足
あし

箏：黒
くろ

川
かわ

真
ま

理
り

　右手に付ける爪
つめ

には角爪と丸爪があり，流
派によって用いる爪が異なります。

箏の調子について

　箏の調弦の仕方はいろいろありますが，この曲には
「平

ひら

調
ぢょう

子
し

」という調弦の仕方が用いられています。

一の弦をホ
4

にした場合

角
かく

爪
づめ

丸
まる

爪
づめ

一弦
げん

名
めい

… 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗
と

為
い

巾
きん

〈各段の初めの部分を五線譜
ふ

と唱歌で表した例〉

楽曲について

　八橋検校が作曲したと伝えられている「六段の調」は，箏曲の段
だん

物
もの

の代表的な曲です。六つの段（部分）から
なり，各段は初段を除いて同じ拍

はく

数
すう

になっています（初段のみ導入部の４拍分が多い）。
　また，この曲をはじめ，日本の伝統音楽は伝承の仕方によって，音やリズム，唱

しょう

歌
が

が異なる場合があります。

初 段 眼
がん

龍
りゅう

義
よし

治
はる

  構成

三 段

二 段

四 段

五 段

六 段

導入部

オ…押
お

し手
で

　後オ…後押し　ヒ…引き色　 …一の弦を弾
ひ

く
サーラリン…裏

うら

連
れん

を表す唱歌。短いトレモロ（同じ音を連続して弾く）の後に，高い音から低い音へ連続的に速く弾くこと。

唱歌を意識して聴くと
音色やリズムがよくわかるわね。

「六段の調」は緩
ゆる

やかな速度で始まり，段ごとにしだいに速くなり，
最後の部分で速度を緩めて終わります。
速度の変化を聴き取ってみましょう。

鎌か
ま

倉く
ら

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う 

室む
ろ

町ま
ち 

戦せ
ん

国ご
く

安あ

土づ
ち

桃も
も

山や
ま

八
橋

検
校

生い
く

田た

流

箏
曲
を

創
始

黒く
ろ

沢さ
わ

琴き
ん

古こ

山や
ま

田だ

流
箏
曲
の
誕
生

［1614 - 1685］

［1710 - 1771］

段物… 一曲がいくつかの段（部分）からなる，歌の入らない器楽曲。
検校… 当時，目の不自由な音楽家たちが所属した，当

とう

道
どう

と呼ばれる職業組織での最高の職位。
唱歌… 楽器の音をまねしてうたうもので，旋

せん

律
りつ

や奏法を覚えたり，伝えたりするために使う。

zp.63

zp.51

比べ
てみよう

深め
てみよう

唱歌

箏そ
う

曲き
ょ
く

や
尺し

ゃ
く

八は
ち

曲
の
共
通
点
や
相そ

う

違い

点
を
捉と

ら

え
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

用
い
ら
れ
る
音
階
や
曲
の
構
成
な
ど
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
聴き

き
取
ろ
う
。

48 49

はじめに 日本語には，自然や動物，物などが発する音や，様子を表す言葉がたくさんあります。

ヒヒーン，モォー，パカパカ，ガタゴト，ガッシャーン，
しーん，ふわふわ，わくわく，ゆらゆら，どきどき　など

例

表
現
し
た
言
葉
の
ど
れ
か
に
、

楽
器
の
音
を
重
ね
た
り
動
作
を
加
え
た
り
す
る
と
、

さ
ら
に
お
も
し
ろ
く
な
る
ね
。

活動 3
テーマにそった簡単なストーリーを想像し，構成や言葉の重ね方を工夫して，
イメージに合った音楽をつくろう。始め方と終わり方も工夫しよう。

公園にハトやスズメが餌
えさ

を求めてどんどん集まってくる。ストーリー A

B

Á

犬がほえると，鳥たちが一
いっ

斉
せい

に飛び立ち，公園に静
せい

寂
じゃく

が訪
おとず

れる。

再び鳥たちが集まりだし，公園がにぎやかさを取り戻
もど

す。

左ページの「活動 1 」～「活動 3 」を参考にして，
次の「活動 4 」～「活動 6 」の順番で音楽をつくってみよう。

活動 4

テーマ

言 葉

活動 5

ア イ ウ エ

活動 6

ストーリー

活動 1 ５～６人のグループになり，表現したいテーマを決め，さまざまな言葉で表してみよう。

「公園のハトやスズメたち」テーマ

ハト …「ポッポー」「クルックー」　スズメ …「チュンチュン」「チチーチー」言 葉

例

もう一度，簡単なストーリーや集めた言葉を検討し，
交流したことを参考に作品をつくり直してみよう。もっと楽しもう

全体の構成を
考えながら音楽をつくろう

音の
スケッチ

例

活動 2 「活動 １」で表した言葉をカードにして，繰
く

り返したり重ねたりしてテーマを表現してみよう。

ポッポーア クルックーイ チュンチュンウ チチーチーエ
例

ア

イ

エ

ウ

A B Á

ア

イ

ウ

エ

構成図

構成図

言
葉
の
つ
な
げ
方
や
重
ね
方
、
全
体
の
ま
と
ま
り
を
工く

夫ふ
う

し
て
音
楽
を
つ
く
ろ
う
。

言
葉
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
す
言
葉
を
選
ぼ
う
。

34 35

「青空へのぼろう」を次の A ～ D の四つに分けたとき，
それぞれの似ているところや違

ちが

うところなどを確かめ，気がついたことを楽
がく

譜
ふ

に記入しよう。
似ているところ

違うところ

「青空へのぼろう」はどんな構成になっているか説明してみよう。
また，構成を生かして，どんな表現の工

く

夫
ふう

ができるのか，考えてみよう。

D は，A や B とどんな関係にあるのだろう？
歌ったときの印象も含めて，感じたり気がついたりしたことをまとめ，交流しよう。

A と B の似ているところ，違うところはどこだろう？  下の表にまとめ，交流してみよう。

強弱記号や
音の高さも意識して，
声の出し方なども
工夫してみましょう。

A

B

C

D

C は，A や B とどんな関係にあるのだろう？
歌ったときの印象も含

ふく

めて，感じたり気がついたりしたことをまとめ，交流しよう。

青空へのぼろう

8 9

編 集 の 基 本 方 針 に 関 わる検討内 容 の 取り扱 い に つ い て

p.6
1年

目次
1年

全体の構成を考えながら音楽をつくろう   34

夏の思い出    14 

赤とんぼ     16 

明
あ

日
す

を信じて    20 

飛び立とう君の空へ    22 

尺
しゃく

八
はち

曲「鹿の遠
とお

音
ね

」   51 

青空へのぼろう    6

アニー・ローリー    10

魔
ま

王
おう

（シューベルト）   44 

箏
そう

曲
きょく

「六段の調
しらべ

」   48

日本語の抑
よく

揚
よう

を生かした旋
せん

律
りつ

をつくろう    32

「春」第１楽章    38 

「秋」第１楽章   43

ソーラン節    28 

かりぼし切り歌    29 

魔王（ライヒャルト）   45 

あの丘
おか

の向こうから   26 

全体の構成を理解して表現を楽しもう 
くいしんぼうのラップ   36

歌うための準備   12

言葉の発音について   19

変声と混声合唱   24

希望という名の花を   56
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前
め
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弦
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楽
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夢は大空を駈
か
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君と歩こう   72
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ふる

郷
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き
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ウェブサイトで見ることができます。

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/ml-jh/ongaku/1.html

全体の構成を考えながら音楽をつくろう   34
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赤とんぼ     16 

明
あ

日
す

を信じて    20 

飛び立とう君の空へ    22 

尺
しゃく

八
はち

曲「鹿の遠
とお

音
ね

」   51 

青空へのぼろう    6

アニー・ローリー    10

魔
ま

王
おう

（シューベルト）   44 

箏
そう

曲
きょく

「六段の調
しらべ

」   48

日本語の抑
よく

揚
よう

を生かした旋
せん

律
りつ

をつくろう    32
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「秋」第１楽章   43

ソーラン節    28 

かりぼし切り歌    29 

魔王（ライヒャルト）   45 
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おか
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歌うためのワンポイント・アドヴァイス

すすんで学び合おう  活動例のページ

日本の歌 みんなの歌  歌唱共通教材
音のスケッチ  創作のページ

Let’s Try!  
声や身近な楽器を取り入れた活動のページ

深めてみよう

比べてみよう

鑑
かん

賞
しょう

教材

夏の思い出   巻頭

作者の思いにふれる   口絵②

郷土のさまざまな民
みん

謡
よう

   30

「音」ってなぁに？   66

リコーダー運指表／コードネーム表   67

学習資料

どんな特
とく

徴
ちょう

があるかな？

きらきら星変奏曲    64

海が明けるよ   68

夢は大空を駈
か

ける   70

君と歩こう   72

心をこめて   74

ほらね、   76

全校合唱 故
ふる

郷
さと

 （同声二部合唱）   80

〔国歌〕君が代    82

中学校音楽で定められた学習内容の他に，
さらに学習したいときには取り組んでみましょう。

歌のアルバム

楽典   84

郷土の民謡に用いられる楽器   口絵③

弦楽アンサンブルに用いられる楽器   口絵④

日本とアジアのこと   巻末

学びのユニット   4

目次中学音楽 １

箏
そう

（こと）を弾
ひ

いてみよう 
さくらさくら   52

情報の
種類 …見る …聴

き

く …記録する

学習に役立つ情報を，
ウェブサイトで見ることができます。

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/ml-jh/ongaku/1.html

p.12
1年

２・３年 上

２・３年 下

1年

p.48
1年

　箏の調弦では，基準となる音の高さは
固定されていません。右の譜

ふ

例
れい

は一の弦
をホ

4

音にした場合です。

箏の調
ちょう

弦
げん

　平
ひら

調
ぢょう

子
し

例

〈平調子〉

一弦
げん

名
めい

… 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗
と

為
い

巾
きん

縦
たて

譜
ふ

の読み方 「さくらさくら」の最初と最後の部分

最後の部分 最初の部分

…
休
む
（
ま
た
は
音
を
止
め
る
）。

唱
歌
… 

楽
器
の
音
を
ま
ね
る
な
ど
し
て

 

う
た
う
も
の
。

…
前
の
音
を
の
ば
す
。

唱
しょう

歌
が

歌詞
弦名（弾く弦を表す）

親指による基本的な奏法（角
かく

爪
づめ

の場合） 弾く弦はわかりやすいように着色してあります。

右手のポジション

薬指を，親指で弾く弦の
3～ 4 本先の弦に掛

か

け
て，手首を安定させます。

左手のポジション 弾き方

左手は，九か十の弦の柱
じ

の左側に軽くそえておき
ます。

爪
つめ

で上から押
お

さえるよう
に弾きます。

弾いた後は，次の弦に当
てて止め，はね上げない
ようにします。

後奏の例

後奏の例 を参考にして，「さくらさくら」の後奏にふさわしい旋
せん

律
りつ

を，唱歌を唱えながらつくってみよう。

チン，テン，ツン…１音だけ弾く。チンは高く，テン，ツンの順に低くなる。さらに低い音はトン。
シャン，シャ…２本の弦を一

いっ

緒
しょ

に弾く。　コロリン…３本の連続した弦を手前から順番に弾く。
サーラリン…巾の弦を短いトレモロ（同じ音を連続して弾く）で弾いた後，低い音（ここでは六の弦）へ向かって連続的に速く弾くこと。

用いている主な唱歌

拍１2

箏
そう

（こと）を弾
ひ

いてみよう

拍
の
最
後
の
ほ
う
で
弾
く
。

前
の
音
を
繰く

り
返
し
て
弾
く
。

１
いっ

拍
ぱく

52 53

p.52
1年

p.34
1年

p.31
2・3下

p.8
1年

中学音楽 １

4 5

中学音楽 １

4 5

中学音楽 １

4 5

中学音楽 １

4 5

中学音楽 １

4 5

中学音楽 １

4 5
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内容解説資料



10

我が国や郷土の音楽文化，アジア地域の諸民族や諸外国の音楽文化の取り扱い
我が国や郷土の伝統音楽のよさを味わい愛着をもつことができるように表現と鑑賞の学びを有機
的に関連づけるとともに，音楽の歴史的・文化的な背景，生活や社会における音楽の働きや役割に
ついて，音楽活動を通して理解できるよう十分工夫された紙面となっている。我が国と諸外国の音楽 
について，共通性や固有性から音楽の特徴を聴き取り，その多様性を理解することができるように
工夫がなされている。１年「日本とアジアの声によるさまざまな表現」「日本とアジアをつなぐ音」，２・３
下「さまざまな舞台芸術」「物語を表現するアジアの芸能や音楽」などでは，楽器の構造や生活や社
会との関わり，総合芸術の特徴的な表現など，我が国や郷土の伝統音楽の理解を基盤とした学習
が展開できるよう十分な配慮がなされている。

11

音楽の共通性や固有性，音楽の特徴や多様性への理解
歌唱と鑑賞の学習で，主要教材と比較することから様 な々音楽の共通性や固有性を考え，その特徴
を理解することができるように工夫された紙面となっている。また，「何が同じで，何が違う？」では鑑
賞の主要教材を比べながら，音楽文化の多様性に気づかせるように工夫された紙面となっている。

12

「まなびリンク」や音楽を形づくっている要素に関する取り扱い
「まなびリンク」は， 見る  聴く  記録する で構成され，アクティブの紙面と，教材の準備が難
しいと考えられる紙面で使用できるように手厚く準備されている。また，１年と２・３上の「どんな特徴
があるかな？」では音楽を形づくっている要素を意識した鑑賞活動が設定され，音楽的な見方・考え
方を働かせながら曲想の変化との関わりについての学習が展開できるよう工夫されている。

13

音楽史の取り扱いの改善・充実について
２・３下には，「日本と西洋の音楽の歩み」を掲載し我が国や郷土の伝統音楽を基盤として，音楽史上
の重要な作品を鑑賞することができるように誌面構成を工夫している。また，音楽史の時代区分は
全ての鑑賞教材のページ右側に示し（音楽史ナビ），学習効果を高める工夫がなされている。さらに
「肖像で見る音楽年表」を示し，視覚的に理解しやすいよう丁寧な配慮がなされている。

14
楽典のページの工夫について
全学年とも楽典のページを巻末の折込みページで示す工夫をし，これによって楽典のページを参照
しながら学習することが可能な紙面構成となっている。

15

SDGｓ（持続可能な開発目標）との関連について
SDGｓ １７の目標のうち，「4．教育」では質の高い学習を提供する紙面構成とカリキュラム（学びのユ
ニット）への提案，「5．ジェンダー」では男女平等にたった合唱活動などへの配慮，「10．不平等」では
それぞれの国や地域の音楽文化を尊重した編集の方針，「16．平和」では平和や公正を訴える歌詞
がある教材を採用するなど，的確な編集となっている。

16

キャリア教育との関連について
生徒のキャリアと関連するように，２・３下には「私たちのく
らしと音楽」でアウトリーチ，教育活動，音楽療法などの具
体を示すとともに，若手演奏家や伝統音楽・芸能の担い手
や後継者などを積極的に登用した紙面となっている。

若手演奏家：黒川真理，杵屋佐喜，松永忠三郎
伝統音楽・芸能の担い手や後継者：八百谷啓，観世喜正， 
市川団十郎（十二代目），尾上菊五郎（七代目），尾上達之助（二代目）， 
　市川團蔵（九代目），尾上松助（六代目），市川右之助（三代目）， 
　　片岡市蔵（五代目），吉田玉男（二代目），神田囃子保存会， 
　　　金津流横浜獅子躍

17

特別支援教育との関連について
特別支援教育の専門家の監修を受け，学びに集中できるレイアウトや配色（カラーユニバーサルデ
ザイン），見やすく読みやすい文字（ユニバーサルデザインフォント）など，細部にわたり配慮がなされ
ている。これによって，誰にでも見やすく読みやすくわかりやすい紙面となるよう工夫している。

カラーユニバーサルデザインの取り組み
色覚の個人差を問わず，より多くの人に見やすい 
カラーユニバーサルデザインを取り入れ，全学年， 
NPO法人CUDOの認証を受けています。

18

他の教科等の学習，小学校の学習との関連について
音楽の学習と，他の教科の学習との横断的な学習の実施について示唆される編集となっている。
国語：歌唱共通教材における七五調の歌詞，短歌や俳句との関係，歌舞伎や狂言の取り扱い
社会：雅楽・能・文楽・歌舞伎の歴史的背景，国民楽派の音楽に関わる歴史的・地理的背景
理科：音に関する物理的な学び
外国語：英語やイタリア語による歌詞の表現
道徳：〔郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度〕〔我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する
　態度〕〔感動，畏敬の念〕などの学習との関連，弊社道徳教科書に共通する教材「旅立ちの日に」

判型はAB変型を採用し，カラーユニバーサルデザインによって文字，楽譜，写真，挿絵の見やすさに配慮し
ている。また，学びのポイントや音楽史ナビ，折込みとなっている楽典のページなどの工夫が見られる。再
生紙，植物油インキ，グリーン電力を使用し，環境に配慮し，造本は堅牢で長期の使用に耐えられるととも
に軽量化の工夫がなされ，用紙は耐用性の高い上質なものを使用している。

環境にやさしい再生紙と植物油
インキを使用し，印刷にはバイオ
マスで発電されたグリーン電力
が使われています

4

天台声明zp.54 ケチャzp.55 布農〈ブヌン〉
族の合唱zp.55

声の出し方や発音に着目して，声の音
ね

色
いろ

（おんしょく）や表現している旋
せん

律
りつ

の特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

何が同じで, 何が違
ち が

う？
声の出し方から，音楽の特

とく

徴
ちょう

をみていこう。

声の音色の特徴

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

やケチャ，布農〈ブヌン〉族の合唱についても比較しながら整理してみよう。

表現している旋律の特徴

自分が着目したこと

八
や

木
ぎ

節 魔
ま

 王
おう

それぞれの音楽の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

八木節zp.54 魔 王zp.44

ホーミー

ホーミーzp.55

60 61

アレグレットモデラート

音高の変化 奏法

強弱や強弱の変化

反復 数字は演奏順序

… 最初へ戻る

… から へとぶ

…終わり

…結び

ピアニッシモ ピアノ フォルティッシモフォルテメッゾ・フォルテメッゾ・ピアノ

とても弱く 弱く とても強く強く少し強く少し弱く

速度や速度の変化

アンダンテ アレグロ

記号 読み方 意味

アッチェレランド

リタルダンド

だんだん速く

だんだん遅
おそ
く

やや速く中ぐらいの速さでゆっくり歩くような速さで 速く

半音上げる 半音下げる

読み方…

記号…

意味…

シャープ ナチュラル フラット

調号は曲の終わり，または調号が変わるまで有効

臨時記号はその小節の範
はん

囲
い

で有効

読み方…

記号…

意味…

記号 読み方 意味

ア・テンポ

アッラルガンド

もとの速さで

強くしながら
だんだん遅く

記号 読み方 意味

デクレシェンド

クレシェンド

だんだん弱く

だんだん強く

記号 読み方 意味

ポーコ・ア・ポーコ・
クレシェンド

ディミヌエンド

少しずつ強く

だんだん弱く

読み方…

記号…

意味…

を１分間に96打つ速さを示す…

1番かっこ

ダ・カーポ

フィーネ

リピート

２番かっこ

… へ戻る

変化した音を
元に戻

もど
す

記号 読み方 意味

スタッカート

フェルマータ

スラー

アクセント

テヌート

タイ

レガート

その音を短く切って

その音符（または休符）をほどよくのばす

異なる高さの二つ以上の音を
滑
なめ

らかに奏する

その音を目だたせて，強調して

その音の長さを十分に保って

同じ高さの二つの音をつなげる

滑らかに

コーダ

ダル・セーニョ

（ の略）

（ の略）

（ の略）

（ の略）

（ の略）

ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド

ハロイ ニ ホ へ ト嬰 イ ロ ハ

ド レ ミ ファ ソ ララ シ

短調イ

長調ハ

ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド

ヘホニ ト イ ロ ハ ニ ホ ヘ

ド レ ミ ファ ソ ララ シ

短調ニ

長調ヘ

ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド

トヘホ イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト

ド レ ミ ファ ソ ララ シ

短調ホ

長調ト

えい

嬰変

嬰 嬰嬰

階名

音名

階名

階名

階名

階名

音名

階名

音名

平行調
関係

平行調
関係

平行調
関係

主音 主音

主音 主音

主音 主音

主音 主音

主音 主音

主音 主音

調
ちょう

（長調と短調の音階，平行調） 調の名前は主音の音名で決まる

短調のソの音は半音上がるこ
とが多い。半音上がった場合 ソ
とラの間は半音に，ファと ソの
間は全音＋半音になる。

調号に用いられる記号の種類
と数が同じ長調と短調。

階名は音階の各音につけられ
た名前で，調が変わると主音
（長調ではド，短調ではラ）の位
置が変わり，主音とともに他の
音も移動する。したがって，同じ
高さの音でも調によって階名は
変わる。

主要三和音

　基本となる音に３度（半音３～４個分の音程）と５度
（半音６～７個分の音程）上の音を重ねたものを三和音
という。また，音階の１・４・５番めの音を基本とする三和
音を主要三和音という。

各部の名
めい

称
しょう

イ短調の主要三和音

ハ長調の主要三和音

音域に応じて，ト音記号（　）や
ヘ音記号（　）などを使用

…音部記号

拍子を表す…拍子記号

シャープ（　）やフラット（　）を用いて調を表す…

縦線
複縦線

第五線
第四線
第三線
第二線
第一線

記号

線 上
うえ

第二線
上第一線

上第二間
上第一間 第四間

かん

第三間
第二間
第一間下

した

第一線
下第二線

下第一間
下第二間

臨時記号

平行調

階名

…全音 …半音

小節

終止線

調号

p.15

p.7

p.10

p.15

p.15

p.21

p.23

p.23p.26

p.23

p.38

p.71

p.68
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続く感じc d

b

a

a

…

音
おん

符
ぷ

・休符

…
こ
の
教
科
書
の
中
で
取
り
扱あ

つ
か

っ
て
い
る
、
中
学
校
で
新
し
く
習
う
用
語
や
記
号
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す（
数
字
は
初
出
表
記
ペ
ー
ジ
）。

形式

三連符

拍
ひょう

子
し

いろいろな拍子の指揮の例

曲の速さや強弱などによって，いろいろな形に変化する

二拍子系 三拍子系 四拍子系

単純拍子

複合拍子

一部形式の例 小楽節（4小節）×2

小楽節（４小節）または大楽節（８小節）

小楽節（４小節）または大楽節（８小節）

小楽節（４小節）または大楽節（８小節）

 小楽節（４小節）×３＝12小節も， 
 大楽節（８小節）×３＝24小節も三部形式と呼ぶ

単純拍子と複合拍子

など

など

など

など

など

など

を３等分する音符 を３等分する音符

A
a

a’

二部形式の例 大楽節（8小節）×2

A

B

三部形式の例

A

B

A

終わる感じc d

終わる感じc d

…

終わる感じc

終わる感じc

d

終わる感じc

d

続く感じc d

d

a

a’

b
a’

楽
典 A ，B …大楽

がく

節
せつ

    a ，a’，b …小楽節音符 長さの割合 休符

十六分音符

八分音符

付点
八分音符

四分音符

付点
四分音符

二分音符

付点
二分音符

全音符

 全休符は1小節休む場合にも用いられる

十六分休符

八分休符

付点
八分休符

四分休符

付点
四分休符

二分休符

付点
二分休符

全休符

1
4

1
2

3
4

1

1
21

2

3

4

続く感じc d

続く感じc d

432132121

p.15

p.6

p.20
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わが国の箏
そう

（こと）は，奈
な

良
ら

時代に雅
が

楽
がく

に用いる
楽器として中国大陸から伝わりました。
現在，中国にはグージォン（古

こ

箏
そう

）と呼ばれる楽器があります。
また，朝

ちょう

鮮
せん

半島にも同じように伝わったと考えられる，
カヤグム（伽

か

耶
や

琴
きん

）と呼ばれる楽器があります。
いずれも箏と同じ発音原理と構造をもっています。

日本とアジアをつなぐ音

グージォン  
「漁舟唱晩」

箏曲「六段の調
しらべ

」と比較して，グージォン「漁
りょう

舟
しゅう

唱
しょう

晩
ばん

」やカヤグム「サンジョ」を鑑賞し，
気がついたことや感じ取ったことをまとめ交流しよう。

カヤグム  
「サンジョ」

カヤグム

グージォンは，箏と同じ構造をもつ中国に伝わる弦
げん

楽器です。現在はナイ
ロンを巻いた金属製の弦を使うことが多く，両手に付けた爪

つめ

を使って演奏
します。音

ね

色
いろ

（おんしょく）や奏法などに着目しながら鑑
かん

賞
しょう

してみましょう。

カヤグムは，朝鮮半島に伝わる弦楽器で，
12本の絹糸の弦を，爪を付けずに演奏し
ます。チャンゴと呼ばれる太

たい

鼓
こ

とともに表
現することがあります。箏やグージォンと
比較しながら鑑賞してみましょう。

朝鮮半島

中国グージォン

音
楽
の
特と

く

徴ち
ょ
う

を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
鑑か

ん

賞し
ょ
う

し
よ
う
。

箏 日本

箏：黒
くろ

川
かわ

真
ま

理
り

グージォン：謝
シャ

 雪
セツ

梅
バイ

カヤグム：李
イ

 明
ミョン

姫
ヒ

学習資料  日本とアジアのことz巻末62 63

さまざまな舞
ぶ

台
たい

芸術

オペラ
Opera

 zp.32 ‒36

アイーダ

ミュージカル
Musical

 zp.52

ウエストサイド物語

バレエ
Ballet

 zp.36 ‒37

ジンジュ
〈京

きょう

劇
げ き

〉

Beij ing Opera

 zp.52

ボレロ

白鳥の湖

西
さい

遊
ゆう

記
き

 z2・３上 p.32

口絵③ 口絵④

天台声明zp.54 ケチャzp.55 布農〈ブヌン〉
族の合唱zp.55

声の出し方や発音に着目して，声の音
ね

色
いろ

（おんしょく）や表現している旋
せん

律
りつ

の特徴，
自分が着目したことなどを比

ひ

較
かく

しながら整理してみよう。

何が同じで, 何が違
ち が

う？
声の出し方から，音楽の特

とく

徴
ちょう

をみていこう。

声の音色の特徴

天
てん

台
だい

声
しょう

明
みょう

やケチャ，布農〈ブヌン〉族の合唱についても比較しながら整理してみよう。

表現している旋律の特徴

自分が着目したこと

八
や

木
ぎ

節 魔
ま

 王
おう

それぞれの音楽の特徴を踏
ふ

まえて，共通点や相
そう

違
い

点について考えてみよう。
そして気がついたことを友達に紹

しょう

介
かい

しよう。

八木節zp.54 魔 王zp.44

ホーミー

ホーミーzp.55
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音楽は，音
ね

色
いろ

（おんしょく）や旋
せん

律
りつ

など，さまざまな要素から成り立っています。
「きらきら星変奏曲」（主題と12の変奏）を聴

き

いて，それらのはたらきに注目し，
気がついたことや感じ取ったことを話し合ってみましょう。

どんな特
と く

徴
ちょう

があるかな？

テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ
ム

音楽を
形づくっている

要素

きらきら星変奏曲 モーツァルト 作曲

たくさんの星が，きらきらと輝
かがや

いている様子を思い浮
う

かべたよ。
主題と比べると，星の数が多くなって，輝きが増したように感じるなぁ。

あら，変奏 1に比べ，にぎやかさがなくなって，
雰
ふん

囲
い

気
き

が変わったわ。

みなさんは，変奏 1と変奏 8を聴いて，どんな違
ちが

いを感じましたか？　
その違いは，音楽を形づくっている要素の何によるものなのか，
もう一度注意して聴いてみましょう。
また，次の変奏12を聴いてみて，
音楽を形づくっている要素や，雰囲気の変化などについて，
聴き取ったり感じ取ったりしたことを，話し合ってみましょう。

ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト［1756 - 1791］

オーストリア生まれ。音楽家の父（レオポルト）の指導により，幼い頃
ころ

から音楽の才能を発揮しました。35年の短い生
しょう

涯
がい

に器楽曲，交
こう

響
きょう

曲
きょく

，
オペラなど幅

はば

広い分野にわたり600以上の曲を残しました。「きらきら星変奏曲」は1781～82年に作曲されたピアノ独奏曲です。

主題

変奏 1

変奏 8

変奏 12

64 65

反復，変化，対照による音楽の
まとまり方 など

声や楽器の音色，
身のまわりの音 など
声や楽器の音色，
身のまわりの音 など

音楽のさまざまな形式，
序
じょ

破
は

急
きゅう

，音
おん

頭
どう

一同形式 など
拍
はく

や拍
ひょう

子
し

，
さまざまなリズム，
間
ま

 など

さまざまな強弱の設定や
その変化 など
さまざまな強弱の設定や
その変化 など

さまざまな速度の
設定やその変化，
序破急 など

音や旋律のさまざまな
組み合わせ方や重なり方 など
音や旋律のさまざまな
組み合わせ方や重なり方 など

音のつながり方，
音階や調

ちょう

 など
音のつながり方，
音階や調

ちょう

 など

オラトリオ「メサイア」第２部から「ハレルヤ」

ヘンデル  作曲

B.C. A.D. 1～ 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17世紀

古代

縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生

中世

古
こ

墳
ふん

飛
あ す か

鳥 奈
な

良
ら

平
へい

安
あん

鎌
かま

倉
くら

南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

戦
せん

国
ごく

室
むろ

町
まち

安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

江
え

戸
ど

ルネサンス バロック

●古
こ

墳
ふん

がつくられ始める
 （３世紀後半～４世紀）

●大化の改新（645）
●元

げん

寇
こう

（1274，1281）
●関ヶ原の戦いが起こる（1600）
●徳

とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

 江
え

戸
ど

幕府を開く（1603）

　遺
い

跡
せき

から出土した楽器や歴史書「古事記」などの記述から，縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生～
古墳時代に日本固有の音楽が存在していたことが推測できる。
　5世紀中頃

ごろ

からアジア各地の音楽の伝来が始まる。

●「古事記」（712）

●出
い ず も

雲のお国，歌舞伎踊
おど

りを始める

●竹
たけ

本
もと

義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

が
  人形浄

じょう

瑠
る

璃
り

 （現在の文
ぶん

楽
らく

）の劇場，
  竹本座を創設。

●現代に通じる尺八の誕生

●尺八，箏
そう

（こと），三味線の
  入門書「糸

し

竹
ちく

初
しょ

心
しん

集
しゅう

」が
  発行される

阿
お

国
くに

（お国）歌舞伎図から
（舞

ぶ

台
たい

上，向かって右端
はし

がお国）

虚無僧

　今
こん

日
にち

の西洋音楽の起源は，古代ギリシャ・ローマに
あるといえる。ギリシャの学者たちは音楽理論を展開し，
教育における音楽の役割について考え，ローマ人たちが
それらを受け継

つ

いだのだ。当時の音楽は残存しないが，
遺物や壁

へき

画
が

などから様子を推測できる。

　中世のローマ教
きょう

皇
こう

グレゴリウスの名にちなんだ
グレゴリオ聖歌の特

とく

徴
ちょう

は，拍
はく

節
せつ

的でないリズム，単
たん

旋
せん

律
りつ

，教会旋
せん

法
ぽう

に基
もと

づく，などで，ネウマ譜
ふ

という楽
譜に記された。西洋の多声音楽はグレゴリオ聖歌
に第２声部をつけ加えることから始まった。

●ピタゴラスの音律法 ●グレゴリオ聖歌に第２声部が
  つけ加えられる

●ノートル・ダム楽派
  の多声音楽が栄える

●フランスでアルス・ノヴァ（新しい技法）という
  音楽の革新が起こる。多声世

せ

俗
ぞく

音楽が盛
さか

んになる。

　ルネサンスの頃には，多声音楽が発達
を続け，対

たい

位
い

法
ほう

が完成。楽譜印刷の発
明，宮

きゅう

廷
てい

音楽の発展，諸芸術の豊かな
保護などによって，音楽は高度な芸術の
一つとして認

にん

識
しき

された。ジョスカン・デプ
レ［1440頃-1521，フランス］，パレスト
リーナ［1525-1594，イタリア］らの作曲
家が活

かつ

躍
やく

した。

●オペラの誕生 ●最初の公開のオペラハウス
  サン・カッシアーノ劇場が開場

　バロックの頃にはオペラが誕生した。また，器楽曲が多くつくられるように
なり，独奏楽器（または独奏楽器群）と合奏からなる協奏曲が成立し発展。作
曲技法的には通奏低音（曲を一

いっ

貫
かん

して支える低音）が用いられるようになった。
対比と豊かな装

そう

飾
しょく

に満ちた作品が多数残された時代である。

ことを弾
ひ

くはにわ 伎
ぎ

楽
がく

奉
ほう

納
のう

（奈
な

良
ら

県 薬
やく

師
し

寺
じ

） 奈良時代に伝来した螺
ら

鈿
でん

紫
し

檀
たんのご

五絃
げん

琵
び

琶
わ

（正
しょう

倉
そう

院
いん

宝
ほう

物
もつ

）
能「羽

は

衣
ごろも

」

●伎楽伝来

●雅
うたまいのつかさ

楽 寮（音楽の役所兼
けん

教育機関）設置

●雅
が

楽
がく

の日本化が進む 平
へい

曲
きょく

（平
へい

家
け

琵
び

琶
わ

）の成立● ●能楽の大成 ●三
しゃ

味
み

線
せん

の伝来 生
いく

田
た

検校が生田流箏曲を創始●

●ローマ帝
てい

国
こく

が成立する（B. C. 27） ●フランク王国が成立する（486）

●フランク王国が三つに分かれる。
  フランス，ドイツ，イタリアのおこり（870）

●十字軍始まる
 （1096 - 1270）

「笛を吹
ふ

く女」（B.C.５世紀ギリシャ，
ルドヴィシの玉座の一部）

教皇グレゴリウス１世（590 ‒ 604に在位）

●コロンブスが西インド諸島に着く（1492）
●イギリスが東インド会社を設立（1600）

●「世界の記述」 マルコ＝ポーロ（1299）

●日本人の海外への行き来が禁止になる（1635）

　室
むろ

町
まち

時代には観
かん

阿
あ

弥
み

・世
ぜ

阿
あ

弥
み

親子の手で能が大成。江戸時代に入ると歌
か

舞
ぶ

伎
き

が生まれ，現代につながる箏
そう

曲
きょく

が八
やつ

橋
はし

検
けん

校
ぎょう

によって始まった他，虚
こ

無
む

僧
そう

が
吹く尺

しゃく

八
はち

の音楽も生まれた。

　バロックの頃には，器楽曲が数多く作曲されるとともに，オペラやオラト
リオが誕生しました。典型的なオラトリオは，オペラとは違

ちが

って演技・舞
ぶ

台
たい

装置・衣
い

装
しょう

などがなく，宗教的な内容の歌詞を声楽（独唱や合唱）とオー
ケストラで表現します。ヘンデルが作曲した「メサイア」は，キリストの生

しょう

涯
がい

を題材にした3部からなるオラトリオで，第2部最終曲の「ハレルヤ」は
混声四部合唱による楽曲です。各声部の現れ方やテクスチュアを聴き取
りながら，合唱とオーケストラによる豊かな表現を味わってみましょう。

日
本
と
西
洋
の
音
楽
の
歩
み

日
本

 

西
洋

聴
き

いてみよう

●「 枕
まくらの

草
そう

子
し

」（清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

）（1001頃）
●「源

げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

」（ 紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

）

●イギリスのピューリタン革命（1642- 1649）
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今日的な課 題 に つ い て

印 刷 や 造 本 に つ い て

グージォン  
「漁舟唱晩」

箏曲「六段の
気がついたことや感じ取ったことをまとめ交流しよう。

カヤグム  
「サンジョ」

比較しながら鑑賞してみましょう。

p.63
1年

ウエストサイド物語

巻末
2・3下

p.6
1年

じょ

急，音
どう

音楽は，音
ね

色
いろ

（おんしょく）や旋
せん

律
りつ

など，さまざまな要素から成り立っています。
「きらきら星変奏曲」（主題と12の変奏）を聴

き

いて，それらのはたらきに注目し，
気がついたことや感じ取ったことを話し合ってみましょう。

どんな特
と く

徴
ちょう

があるかな？

テクスチュア

強
弱

旋律

速
度

構成

形
式

音色

リ
ズ
ム

音楽を
形づくっている

要素

きらきら星変奏曲 モーツァルト 作曲

たくさんの星が，きらきらと輝
かがや

いている様子を思い浮
う

かべたよ。
主題と比べると，星の数が多くなって，輝きが増したように感じるなぁ。

あら，変奏 1に比べ，にぎやかさがなくなって，
雰
ふん

囲
い

気
き

が変わったわ。

みなさんは，変奏 1と変奏 8を聴いて，どんな違
ちが

いを感じましたか？　
その違いは，音楽を形づくっている要素の何によるものなのか，
もう一度注意して聴いてみましょう。
また，次の変奏12を聴いてみて，
音楽を形づくっている要素や，雰囲気の変化などについて，
聴き取ったり感じ取ったりしたことを，話し合ってみましょう。

ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト［1756 - 1791］

オーストリア生まれ。音楽家の父（レオポルト）の指導により，幼い頃
ころ

から音楽の才能を発揮しました。35年の短い生
しょう

涯
がい

に器楽曲，交
こう

響
きょう

曲
きょく

，
オペラなど幅

はば

広い分野にわたり600以上の曲を残しました。「きらきら星変奏曲」は1781～82年に作曲されたピアノ独奏曲です。

主題

変奏 1

変奏 8

変奏 12

64 65

反復，変化，対照による音楽の
まとまり方 など
反復，変化，対照による音楽の
まとまり方 など

声や楽器の音色，
身のまわりの音 など
声や楽器の音色，
身のまわりの音 など

音楽のさまざまな形式，
序
じょ

破
は

急
きゅう

，音
おん

頭
どう

一同形式 など
音楽のさまざまな形式，
序
じょ

破
は

急
きゅう

，音
おん

頭
どう

一同形式 など
拍
はく

や拍
ひょう

子
し

，
さまざまなリズム，
間
ま

 など

さまざまな強弱の設定や
その変化 など
さまざまな強弱の設定や
その変化 など

さまざまな速度の
設定やその変化，
序破急 など

音や旋律のさまざまな
組み合わせ方や重なり方 など
音や旋律のさまざまな
組み合わせ方や重なり方 など

音のつながり方，
音階や調

ちょう

 など
音のつながり方，
音階や調

ちょう

 など

p.6
1年
p.60
1年

p.54
2・3下

巻末
各学年

p.64
1年
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